






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































道 国 数 社 自 芸 団 輔 郷 国 英 数 社会科学 自然科学 健 家 コ 芸 ボ 郷 輔 団 選









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































中央政府 国立編訳館 中学1年生「認識 台湾、膨湖 国立編訳館編 試用版1997 生徒用と教師




各県（市） 各県（市）政 郷土補充教材 県（市）の全 県（市）政府 1994年以前
政府教育 府（地域版） 地域 を中心に のが多いが、
局 今でも進行中
中学1年生用「郷 県（市）の全 担当校指定 1995年頃
土芸術活動」教科 地域の芸術活
書 動を中心に











各学校 各学校（地域 小学校3年生用 学校や学区を 各学校が独自 学校によって
版） 教科書 範囲として に編集（自発 編集しない場
的） 合もある
差
異
が
後
期
の
郷
土
科
教
科
書
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
各
地
域
の
間
で
郷
土
補
充
教
材
に
生
じ
た
歴
史
叙
述
の
ま
た
異
な
る
郷
土
の
概
念
も
現
れ
た
。
九
〇
年
初
期
に
通
し
た
内
容
が
既
に
提
起
さ
れ
て
い
た
ば
か
り
で
な
く
、
は
論
争
が
起
こ
ら
な
か
っ
た
が
、
『
認
識
台
湾
』
と
共
方
、
本
稿
が
注
目
す
る
地
域
の
郷
土
教
材
の
場
合
で
あ
っ
た
。
形
成
と
異
な
る
性
格
を
持
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
の
反
映
ゲ
モ
ニ
ー
を
競
う
論
争
が
な
さ
れ
た
が
、
そ
の
こ
と
は
『
認
識
台
湾
』
が
従
来
の
中
国
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
台
湾
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
へ
異
議
が
出
さ
教
育
を
通
し
れ（て
た憩脱
o
教
材
内
容
を
め
ぐ
っ
て
中
国
人
ア
中
国
化
の
目
的
を
達
す
る
」
も
の
と
義
的
な
研
究
者
の
反
発
を
呼
ぶ
こ
と
に
な
り
、
「
歴
史
が
見
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
内
容
は
、
部
の
大
中
国
主
に
よ
る
近
代
化
の
形
成
」
「
中
華
民
族
、
中
国
人
の
語
東洋文化研究5号
「
四
大
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
構
成
の
表
現
」
「
日
本
統
治
時
代
る
。
し
か
し
、
「
時
代
区
分
に
よ
る
多
元
文
化
の
提
起
」
108
変
容
し
て
き
た
か
を
、
い
く
つ
か
の
例
か
ら
紹
介
し
て
お
き
た
い
。
　
一
九
九
〇
年
代
初
期
の
代
表
的
な
も
の
は
、
宜
蘭
県
の
中
学
校
郷
土
補
充
教
材
『
蘭
陽
歴
史
』
と
新
竹
市
の
小
学
校
郷
土
補
充
教
材
『
認
識
我
椚
的
家
郷
　
談
古
説
今
話
竹
敷
』
（
歴
史
篇
）
で
あ
る
。
　
　
　
　
（
4
0
）
　
『
蘭
陽
歴
史
』
（
一
九
九
三
）
は
『
認
識
台
湾
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
時
代
区
分
で
あ
り
、
全
体
的
に
各
時
代
に
「
功
」
の
面
も
あ
り
、
「
過
」
の
面
も
あ
る
と
い
う
旦
ハ
合
に
時
代
評
価
を
し
て
い
る
。
　
歴
史
の
始
点
は
新
石
器
時
代
、
原
住
民
に
あ
っ
た
こ
と
を
強
調
し
、
鄭
成
功
時
代
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
人
を
駆
逐
し
た
が
、
そ
の
勢
力
が
宜
蘭
に
及
ん
で
い
な
か
っ
た
と
述
べ
、
従
来
の
教
科
書
で
漢
民
族
至
上
の
立
場
か
ら
強
調
さ
れ
て
い
た
明
清
朝
時
代
の
唯
一
性
と
重
要
性
は
見
ら
れ
て
い
な
い
。
日
本
植
民
地
時
代
に
つ
い
て
は
、
抗
日
運
動
を
取
り
上
げ
る
一
方
で
、
次
の
よ
う
な
評
価
も
見
ら
れ
る
。
「
日
本
統
治
初
期
、
様
々
な
側
面
か
ら
植
民
地
政
府
が
台
湾
を
永
久
に
占
領
す
る
と
決
心
し
た
様
子
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
宜
蘭
国
語
伝
習
所
の
設
立
に
よ
っ
て
台
湾
人
に
日
本
語
を
教
え
、
お
互
い
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
促
進
し
た
。
病
院
を
建
て
、
宜
蘭
で
最
初
の
病
院
と
な
っ
た
。
監
獄
や
法
院
の
設
立
に
よ
っ
て
厳
し
い
刑
罰
制
度
を
用
い
て
台
湾
人
の
遵
法
精
神
を
養
っ
た
。
」
（
四
八
頁
）
㎝
方
、
一
九
四
七
年
国
民
党
統
治
下
で
起
こ
っ
た
本
省
人
弾
圧
事
件
で
あ
る
二
二
八
事
件
に
関
し
て
は
政
府
の
処
置
が
妥
当
で
な
か
っ
た
た
め
、
勃
発
し
た
出
来
事
で
あ
る
と
淡
々
と
述
べ
、
あ
ま
り
事
件
の
深
層
に
触
れ
て
い
な
い
。
戦
後
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
「
光
復
後
」
（
中
国
へ
の
復
帰
の
意
）
の
語
を
用
い
た
が
、
そ
れ
は
僅
か
一
、
ニ
ヵ
所
だ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）
　
『
認
識
我
椚
的
家
郷
　
談
古
説
今
話
竹
錘
』
（
一
九
九
四
）
は
孫
へ
の
昔
話
と
い
う
形
で
各
時
代
の
様
子
を
物
語
風
に
記
述
す
る
な
ど
の
工
夫
が
さ
れ
、
『
蘭
陽
歴
史
』
の
よ
う
に
「
客
観
的
」
に
そ
の
時
代
の
事
業
だ
け
を
記
述
し
て
い
る
の
と
は
、
対
称
的
で
あ
る
。
平
哺
族
の
一
族
で
あ
る
タ
オ
カ
ス
人
が
新
竹
に
先
住
し
い
て
い
た
よ
う
な
時
代
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
ほ
か
の
教
材
と
ほ
ぼ
一
致
し
て
い
る
が
、
清
朝
時
代
の
漢
民
族
移
民
の
説
明
で
は
、
現
在
、
新
竹
市
に
あ
る
中
国
大
陸
密
入
国
者
の
収
容
所
か
ら
話
を
始
め
て
い
る
林1990年代台湾の郷土教育の成立とその展開109
こ
と
が
印
象
的
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
「
三
百
年
前
の
我
々
の
祖
先
も
清
朝
政
府
の
反
対
を
無
視
し
、
台
湾
に
密
入
し
て
き
た
。
同
じ
歴
史
の
再
現
で
す
ね
。
」
（
二
二
頁
）
と
い
か
に
も
大
陸
と
縁
を
切
る
の
は
無
理
だ
と
い
う
印
象
を
与
え
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
統
治
時
代
に
つ
い
て
全
編
批
判
的
、
否
定
的
で
、
例
え
ば
、
「
日
本
人
が
教
育
制
度
を
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
衛
生
面
、
防
疫
、
戸
籍
管
理
を
重
視
し
、
阿
片
を
取
り
締
ま
っ
て
、
不
良
習
俗
を
改
善
し
た
こ
と
も
台
湾
に
貢
献
が
あ
る
と
い
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
こ
れ
は
す
べ
て
台
湾
を
永
久
に
占
領
す
る
つ
も
り
だ
っ
た
か
ら
で
す
。
別
に
台
湾
人
民
の
生
活
を
改
善
す
る
た
め
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
」
「
こ
の
目
的
は
実
現
で
き
な
く
て
よ
か
っ
た
。
八
年
の
抗
日
戦
争
で
我
々
が
勝
っ
た
の
で
す
か
ら
ね
。
」
（
五
六
頁
）
と
述
べ
、
『
蘭
陽
歴
史
』
と
全
く
対
称
的
な
表
現
で
あ
る
。
ま
た
、
戦
後
の
国
民
党
政
府
に
つ
い
て
は
全
体
的
に
肯
定
的
な
評
価
と
な
っ
て
い
る
の
も
特
徴
的
で
あ
る
。
　
こ
の
よ
う
に
、
九
〇
年
代
初
期
、
中
国
に
偏
り
が
ち
な
歴
史
観
に
止
ま
る
新
竹
市
の
例
も
あ
っ
た
が
、
台
湾
主
体
の
歴
史
観
の
提
起
は
『
認
識
台
湾
』
に
先
行
し
て
お
り
、
台
湾
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
一
体
性
を
追
求
す
る
道
を
切
り
開
い
て
い
た
。
歴
史
認
識
の
再
編
は
中
央
政
府
よ
り
も
地
方
政
府
の
方
が
早
く
始
ま
っ
た
こ
と
は
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。
　
次
に
、
一
九
九
六
年
以
降
代
表
的
な
も
の
と
し
て
台
北
市
の
小
学
校
補
充
教
材
『
故
郷
台
北
』
（
歴
史
篇
）
を
取
り
上
げ
た
い
。
　
　
　
　
（
4
2
）
　
『
故
郷
台
北
』
（
一
九
九
六
）
の
歴
史
叙
述
は
新
石
器
時
代
の
大
盆
坑
文
化
、
圓
山
文
化
に
よ
る
「
史
前
時
期
」
を
起
点
と
し
て
始
ま
る
。
原
住
民
の
ケ
タ
ガ
ラ
ン
人
が
台
北
盆
地
を
開
拓
し
、
明
清
時
代
の
漢
族
移
住
に
よ
っ
て
ケ
タ
ガ
ラ
ン
人
の
漢
化
が
続
い
た
と
い
う
記
述
は
、
『
認
識
台
湾
』
と
同
様
に
、
文
化
の
多
元
性
を
語
っ
て
い
る
と
い
う
印
象
を
受
け
る
。
日
本
植
民
地
時
代
に
つ
い
て
は
、
日
本
人
の
六
氏
先
生
が
遭
難
し
た
芝
山
巌
の
抗
日
事
件
を
客
観
的
に
取
り
、
ま
た
近
代
化
の
推
進
も
強
調
す
る
。
　
戦
後
、
国
民
党
政
権
の
台
湾
移
転
に
つ
い
て
は
、
官
員
汚
職
や
軍
紀
腐
敗
な
ど
の
原
因
で
二
二
八
事
件
が
勃
発
し
た
こ
と
が
六
頁
に
も
わ
た
っ
て
詳
述
さ
れ
、
小
学
校
の
教
材
と
し
て
初
め
て
取
り
上
げ
た
こ
と
で
、
発
行
当
時
非
常
に
注
目
さ
れ
た
。
た
だ
、
「
台
湾
光
110東洋文化研究5号
復
」
、
「
祖
国
中
国
」
な
ど
の
表
現
が
散
見
さ
れ
る
点
は
従
来
の
歴
史
教
科
書
と
同
様
で
あ
る
。
　
「
課
程
標
準
」
の
実
施
に
そ
っ
て
、
一
九
九
九
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
け
て
刊
行
さ
れ
た
高
学
年
の
教
材
は
、
前
述
の
郷
土
補
充
教
材
と
同
じ
よ
う
に
、
県
（
市
）
を
範
囲
と
す
る
教
材
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
に
は
「
郷
土
科
教
科
書
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
筆
者
が
宜
蘭
県
『
哨
介
家
郷
・
宜
蘭
』
、
台
北
県
『
郷
土
教
学
活
動
』
、
新
竹
市
『
郷
土
教
学
活
動
科
』
、
台
南
市
『
愛
我
府
城
』
、
台
北
　
　
　
　
　
（
4
3
）
市
『
台
北
好
光
景
』
、
花
蓮
県
『
青
清
好
家
郷
・
花
蓮
』
を
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
課
程
標
準
に
規
定
さ
れ
て
い
る
言
語
、
歴
史
、
地
理
、
芸
術
、
自
然
の
五
分
野
を
、
一
冊
の
教
科
書
の
中
に
収
め
る
傾
向
が
ほ
ぼ
定
着
し
て
い
る
。
分
冊
編
集
と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
前
述
の
よ
う
に
一
九
九
八
年
の
教
育
部
の
「
視
察
・
評
価
」
活
動
の
影
響
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
歴
史
以
外
に
地
名
沿
革
、
習
慣
、
文
化
、
宗
教
、
芸
術
、
自
然
な
ど
、
か
な
り
広
範
囲
の
材
料
を
用
い
て
地
域
文
化
や
生
活
を
総
合
的
に
叙
述
す
る
側
面
が
強
く
見
ら
れ
、
こ
の
点
は
ど
の
教
材
も
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
こ
と
は
、
結
果
的
に
そ
の
居
住
し
て
い
る
地
域
の
文
化
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（
郷
土
意
識
）
の
明
瞭
化
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。
　
一
方
、
小
論
で
注
目
し
て
い
る
歴
史
記
述
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
特
徴
が
見
ら
れ
る
。
　
（
1
）
考
古
学
か
ら
の
歴
史
叙
述
、
原
住
民
に
起
点
を
持
つ
こ
と
。
歴
史
記
述
で
の
特
色
の
第
一
は
、
考
古
学
の
成
果
な
ど
を
取
り
入
れ
、
台
湾
に
お
け
る
先
史
時
代
（
地
域
に
よ
っ
て
旧
石
器
時
代
又
は
新
石
器
時
代
）
の
登
場
、
そ
し
て
、
台
湾
に
先
住
し
て
い
る
原
住
民
諸
族
を
詳
述
し
て
い
る
。
　
（
2
）
中
華
文
化
と
の
包
含
関
係
。
明
、
清
朝
統
治
の
正
統
性
を
強
調
す
る
傾
向
が
な
く
な
り
、
各
時
代
を
同
列
に
扱
っ
て
お
り
、
多
文
化
社
会
形
成
の
認
識
は
新
竹
市
を
除
い
て
ど
の
地
域
も
大
体
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
中
国
文
化
を
排
除
す
る
も
の
で
は
な
く
、
あ
る
時
代
の
台
湾
を
形
成
す
る
一
要
素
と
し
て
働
い
て
い
る
も
の
だ
と
捉
え
て
い
る
。
　
（
3
）
外
来
政
権
と
い
う
理
解
と
時
代
区
分
。
明
朝
、
オ
ラ
ン
ダ
人
、
ス
ペ
イ
ン
人
の
勢
力
が
及
ん
で
い
な
か
っ
た
地
域
で
は
、
教
科
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に
そ
の
時
代
に
つ
い
て
の
叙
述
が
な
い
が
、
各
地
域
の
教
科
書
に
は
共
通
し
た
時
代
区
分
が
現
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
先
史
時
代
、
原
住
民
時
代
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ス
ペ
イ
ン
時
代
、
明
鄭
成
功
時
代
、
清
朝
時
代
、
日
本
統
治
時
代
、
光
復
以
後
（
戦
後
）
と
い
う
流
れ
が
、
各
地
域
共
通
の
台
湾
的
共
通
史
観
と
い
う
べ
き
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
統
治
時
期
に
つ
い
て
は
「
日
拠
時
期
」
の
代
わ
り
に
「
日
治
時
期
」
の
表
現
が
増
加
し
て
い
て
、
『
認
識
台
湾
』
の
「
日
本
殖
民
統
治
時
期
」
と
は
ま
た
異
な
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
　
（
4
）
日
本
植
民
地
時
代
の
扱
い
。
評
価
と
い
う
点
で
は
地
域
ご
と
に
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
違
い
も
見
ら
れ
る
が
、
最
も
日
本
統
治
時
代
を
非
難
す
る
新
竹
市
の
教
材
で
も
、
か
つ
て
の
も
の
ほ
ど
極
端
な
記
述
が
な
く
な
り
、
プ
ラ
ス
評
価
の
面
も
少
し
提
起
さ
れ
て
い
る
。
反
植
民
統
治
を
強
調
す
る
一
方
、
抗
日
戦
争
に
根
ざ
し
て
い
る
中
国
の
反
日
感
情
と
の
相
違
、
す
な
わ
ち
、
日
本
統
治
に
よ
る
近
代
化
な
ど
を
叙
述
す
る
こ
と
は
共
通
の
特
徴
で
あ
る
。
　
（
5
）
「
自
身
の
表
現
」
に
つ
い
て
。
「
中
国
人
で
あ
る
」
と
い
う
記
述
が
所
々
見
ら
れ
る
新
竹
市
の
教
材
は
例
外
と
し
て
、
多
く
の
教
材
に
は
「
中
国
人
」
「
中
華
民
族
」
な
ど
の
表
現
が
な
く
な
っ
て
い
る
。
　
（
6
）
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
構
成
の
取
り
扱
い
。
四
大
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
（
原
住
民
、
閾
南
人
、
客
家
人
、
外
省
人
）
と
い
う
認
識
が
共
通
し
て
存
在
し
て
い
る
。
但
し
、
台
北
県
は
、
「
原
住
民
文
化
」
、
「
閾
南
文
化
」
、
「
客
家
文
化
」
と
「
そ
の
他
」
の
四
項
目
に
区
分
し
、
「
そ
の
他
」
は
さ
ら
に
「
中
国
北
方
文
化
」
と
「
外
国
人
文
化
」
に
分
け
ら
れ
る
。
　
一
九
九
〇
年
代
の
郷
土
教
育
の
教
材
内
容
は
、
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
歴
史
観
と
郷
土
意
識
の
点
で
、
台
湾
全
土
に
共
通
す
る
一
致
を
形
成
す
る
に
至
っ
た
。
歴
史
認
識
で
は
台
湾
本
位
の
歴
史
叙
述
が
定
着
し
、
日
本
に
対
す
る
評
価
に
つ
い
て
は
初
期
に
あ
っ
た
極
端
な
反
日
史
観
が
な
く
な
り
、
客
観
的
評
価
に
収
敏
し
て
差
異
が
な
く
な
り
つ
つ
あ
る
。
郷
土
意
識
も
ま
た
、
台
湾
を
中
心
と
し
た
同
心
円
的
認
識
が
定
着
し
た
だ
け
で
な
く
、
「
学
区
↓
郷
鎮
市
区
↓
県
（
市
）
↓
台
湾
（
中
華
文
化
が
含
ま
れ
る
）
↓
世
界
（
中
国
を
含
む
）
」
と
い
う
構
図
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
初
め
の
郷
土
補
充
教
材
に
現
れ
た
台
湾
本
位
の
歴
史
観
が
『
認
識
台
湾
』
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で
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化
さ
れ
、
そ
れ
が
ま
た
郷
土
教
科
書
の
編
集
に
は
ね
返
っ
て
相
乗
効
果
の
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
終
わ
り
に
　
小
論
で
は
台
湾
の
郷
土
教
育
が
九
〇
年
初
め
頃
の
地
方
政
府
の
母
語
運
動
と
郷
土
教
材
編
集
に
醸
成
さ
れ
て
い
た
点
に
注
目
し
、
そ
し
て
各
地
の
郷
土
教
材
の
自
主
的
な
編
纂
過
程
を
通
し
て
台
湾
独
自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
提
起
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
論
証
し
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
論
じ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま
え
て
、
一
九
九
〇
年
代
始
ま
っ
た
台
湾
の
郷
土
教
育
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
次
の
二
点
に
ま
と
め
た
い
。
　
第
一
に
、
歴
史
観
及
び
郷
土
意
識
の
形
成
が
、
相
互
作
用
に
よ
る
ヘ
ゲ
モ
ニ
ッ
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
郷
土
教
育
教
科
設
置
は
地
方
政
府
の
活
動
を
受
け
て
形
成
さ
れ
て
き
た
が
、
一
九
九
四
年
か
ら
、
郷
土
教
育
は
学
校
教
育
の
中
に
正
式
的
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
だ
け
で
は
な
く
、
教
科
内
容
、
行
政
運
営
の
組
織
編
成
な
ど
も
充
分
に
提
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
殆
ど
の
地
域
は
同
心
円
理
論
に
基
づ
き
、
類
似
性
の
高
い
行
政
的
仕
組
み
で
授
業
用
の
教
科
書
編
集
に
全
力
を
注
ぐ
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
運
営
の
展
開
は
、
郷
土
教
育
の
行
政
運
営
と
郷
土
教
材
の
編
集
形
態
の
二
点
に
限
れ
ば
、
中
央
政
府
の
管
理
が
支
配
的
に
な
っ
た
と
い
え
る
が
、
教
材
内
容
に
つ
い
て
は
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
行
使
す
る
主
体
は
中
央
政
府
だ
け
で
な
く
、
地
方
政
府
の
教
育
局
、
小
中
学
校
と
師
範
学
院
の
現
場
教
師
、
さ
ら
に
民
間
人
に
ま
で
わ
た
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
郷
土
教
材
に
現
れ
た
歴
史
観
と
郷
土
意
識
は
中
央
政
府
と
地
方
政
府
の
支
配
的
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
に
統
御
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
個
々
の
回
路
系
を
経
由
し
て
働
く
力
関
係
の
な
か
に
内
在
し
て
い
る
。
各
地
で
の
組
織
編
成
は
若
干
の
共
通
化
が
で
き
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
地
域
の
自
主
性
が
許
容
さ
れ
て
い
る
た
め
、
教
科
書
内
容
に
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
が
強
く
現
れ
た
。
郷
土
教
材
の
編
集
内
容
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
は
中
央
政
府
で
は
な
く
、
地
方
政
府
で
も
な
く
、
知
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人
の
活
動
の
中
で
媒
介
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
　
国
民
国
家
の
形
成
の
過
程
に
あ
っ
て
、
教
育
に
そ
の
よ
う
な
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
き
わ
め
て
興
味
深
い
こ
と
で
あ
る
。
政
治
の
台
湾
化
が
、
教
育
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
生
み
、
そ
れ
が
政
治
の
台
湾
化
を
さ
ら
に
押
し
進
め
る
と
い
う
相
乗
効
果
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
台
湾
に
お
け
る
文
化
的
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
確
立
す
る
方
向
を
形
成
し
て
き
た
と
い
え
る
。
そ
の
よ
う
な
、
い
わ
ば
民
主
的
な
自
発
的
同
意
に
基
づ
い
て
郷
土
教
育
が
推
進
さ
れ
た
こ
と
が
、
台
湾
全
土
に
お
い
て
「
台
湾
本
土
化
」
意
識
の
普
及
を
加
速
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
　
第
二
に
注
目
す
る
の
は
、
歴
史
観
及
び
郷
土
意
識
の
形
成
が
、
新
し
い
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
構
築
へ
向
か
う
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
歴
史
観
の
形
成
は
郷
土
補
充
教
材
が
台
湾
史
を
主
題
化
す
る
過
程
で
提
起
さ
れ
、
『
認
識
台
湾
　
歴
史
篇
』
で
集
約
さ
れ
、
そ
の
後
の
郷
土
教
科
書
に
よ
っ
て
確
実
な
も
の
と
な
っ
た
。
従
来
、
台
湾
で
教
え
ら
れ
て
い
た
中
国
史
と
鮮
明
に
対
立
す
る
歴
史
観
が
教
育
の
場
に
明
確
に
位
置
を
占
め
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
日
本
に
つ
い
て
述
べ
る
な
ら
、
歴
史
的
記
憶
は
プ
ラ
ス
評
価
の
側
面
を
提
起
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
日
本
植
民
地
時
代
の
歴
史
的
体
験
は
、
中
国
と
異
な
る
台
湾
社
会
の
独
自
性
．
特
殊
性
を
主
張
す
る
論
拠
と
し
て
、
後
世
へ
伝
え
ら
れ
る
べ
き
こ
と
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
「
台
湾
に
お
け
る
先
史
時
代
の
登
場
」
「
原
住
民
に
起
点
を
持
つ
こ
と
」
「
明
清
朝
も
含
む
各
時
代
の
同
列
的
扱
い
」
、
「
二
二
八
事
件
を
取
り
あ
げ
る
こ
と
に
よ
る
国
民
党
政
権
へ
の
相
対
化
」
な
ど
の
項
目
も
、
中
国
大
陸
と
異
な
る
台
湾
独
自
の
歩
み
を
決
定
す
る
要
素
と
し
て
明
確
に
示
さ
れ
た
。
そ
の
よ
う
な
脈
絡
に
よ
っ
て
、
描
き
出
さ
れ
た
台
湾
史
が
、
郷
土
教
育
の
一
環
と
し
て
、
台
湾
全
土
で
独
自
の
形
で
再
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
の
が
現
在
の
台
湾
の
状
況
で
あ
る
と
捉
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
独
自
の
歴
史
の
形
成
は
新
た
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
の
形
成
を
促
す
と
見
ら
れ
、
郷
土
教
育
に
は
国
民
形
成
と
し
て
の
教
育
の
側
面
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
　
一
方
、
こ
の
郷
土
教
育
は
一
体
性
を
追
求
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
を
四
大
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
調
和
と
郷
土
地
域
文
化
の
強
調
と
い
っ
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た
形
で
、
市
民
教
育
と
し
て
の
新
し
い
流
れ
を
示
唆
す
る
も
の
と
も
な
っ
て
い
る
。
小
学
校
の
郷
土
科
は
中
学
校
の
教
科
「
認
識
台
湾
」
の
演
ず
る
役
割
と
共
通
す
る
部
分
が
あ
る
が
、
ま
た
、
異
な
る
性
格
も
持
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
児
童
が
居
住
し
て
い
る
地
域
の
文
化
・
生
活
に
力
点
が
置
か
れ
た
こ
と
、
つ
ま
り
、
郷
土
意
識
の
形
成
の
側
面
が
強
調
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
考
察
し
て
き
た
よ
う
に
、
地
域
の
郷
土
教
材
は
、
台
湾
を
主
体
化
と
す
る
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
の
明
確
化
を
避
け
た
ま
ま
で
、
単
に
台
湾
の
地
域
社
会
の
文
化
、
歴
史
な
ど
を
材
料
に
し
て
編
纂
が
進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
は
「
国
民
」
や
「
国
家
」
を
論
じ
る
こ
と
自
体
が
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
の
対
立
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
と
し
て
忌
避
さ
れ
て
き
た
結
果
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
国
民
育
成
の
視
点
や
自
覚
は
表
面
上
採
ら
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
多
様
な
地
域
文
化
と
エ
ス
ニ
ッ
ク
文
化
が
取
り
込
ま
れ
る
多
元
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
新
た
に
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と
が
郷
土
教
育
の
展
開
に
現
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
「
多
文
化
主
義
の
台
湾
」
、
す
な
わ
ち
「
多
」
で
構
成
さ
れ
る
全
体
と
し
て
の
台
湾
の
強
調
は
、
単
一
の
中
華
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
は
異
な
る
台
湾
の
あ
り
よ
う
を
明
瞭
に
意
識
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
小
地
域
（
家
庭
、
学
校
、
居
住
地
）
を
中
心
と
す
る
郷
土
科
教
育
は
、
「
台
湾
の
中
に
郷
土
が
あ
る
」
と
い
う
台
湾
の
主
体
性
を
強
調
す
る
こ
と
と
な
り
、
教
科
「
認
識
台
湾
」
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
の
両
輪
と
も
い
う
べ
き
相
補
的
な
関
係
に
あ
っ
た
と
言
え
る
。
　
郷
土
教
育
が
生
み
出
し
つ
つ
あ
る
意
識
は
い
ま
だ
台
湾
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
収
敏
し
た
と
は
い
え
な
い
が
、
小
論
で
明
ら
か
に
し
て
き
た
郷
土
教
育
の
展
開
は
、
台
湾
主
体
の
台
湾
人
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
既
に
萌
芽
し
て
お
り
、
し
か
も
徐
々
に
人
々
の
中
に
浸
透
し
て
い
く
こ
と
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
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台
林1990年代台湾の郷土教育の成立とその展開115
中
市
恵
文
国
民
小
学
．
輔
導
主
任
の
関
淑
尤
氏
、
何
暦
国
民
小
学
．
学
務
主
任
の
黄
慶
聲
氏
、
台
中
県
宜
欣
国
民
小
学
・
校
長
の
　
蝿
魏
水
明
氏
、
宜
蘭
県
教
育
局
の
李
素
珍
氏
の
労
を
煩
わ
せ
た
。
ま
た
、
た
。
篤
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
一
橋
大
学
教
授
松
永
正
義
氏
か
ら
執
筆
の
ご
指
導
を
頂
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
郊
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
刻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
洋
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
注
（
1
）
　
黄
宣
範
「
台
湾
各
族
群
的
人
口
与
政
経
力
量
」
『
語
言
、
社
　
　
会
与
族
群
意
識
』
一
九
九
五
年
、
文
鶴
出
版
、
二
一
頁
。
な
お
、
　
　
台
湾
の
原
住
民
と
は
漢
民
族
に
先
立
っ
て
台
湾
に
住
ん
で
い
た
　
　
人
々
で
あ
り
、
多
数
の
部
族
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
　
　
殆
ど
漢
民
族
と
同
化
さ
れ
た
平
哺
族
を
別
に
し
て
、
ア
ミ
、
タ
　
　
イ
ヤ
ル
、
パ
イ
ワ
ン
、
ブ
ヌ
ン
、
ピ
ュ
マ
、
ル
カ
イ
、
ツ
ォ
ウ
、
　
　
ヤ
ミ
、
サ
イ
シ
ャ
ッ
ト
の
九
族
に
下
位
分
類
さ
れ
る
の
が
慣
例
　
　
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
「
番
」
、
「
蕃
」
、
「
高
砂
族
」
、
「
高
山
族
」
　
　
「
山
地
同
胞
」
な
ど
の
様
々
な
名
称
が
あ
っ
た
が
、
一
九
九
四
　
　
年
に
は
「
山
地
同
胞
」
と
い
う
名
称
が
法
的
に
「
原
住
民
」
と
　
　
改
称
さ
れ
た
。
そ
の
詳
細
は
次
の
文
献
を
参
照
の
こ
と
。
日
本
　
　
順
益
台
湾
原
住
民
研
究
会
編
『
台
湾
原
住
民
研
究
へ
の
招
待
」
　
　
一
九
九
八
年
、
風
響
社
。
（
2
）
　
姜
碕
『
台
湾
郷
土
教
育
論
」
一
九
五
〇
年
、
台
湾
省
政
府
教
　
　
育
庁
、
四
頁
、
三
四
頁
。
（
3
）
　
一
九
九
六
年
九
月
二
九
日
『
自
立
晩
報
』
に
よ
れ
ば
、
高
校
　
　
歴
史
教
科
書
に
お
い
て
中
国
史
の
記
述
は
6
5
％
を
、
台
湾
史
の
　
　
記
述
は
4
・
1
％
を
占
め
て
い
る
。
中
学
校
歴
史
教
科
書
に
お
　
　
い
て
は
中
国
史
の
記
述
は
5
0
％
を
、
台
湾
史
の
記
述
は
4
％
を
　
　
占
め
て
い
る
。
（
4
）
　
「
認
識
台
湾
」
は
社
会
科
の
領
域
に
編
入
さ
れ
て
い
る
が
、
　
　
「
推
動
郷
土
教
育
現
況
専
題
報
告
」
（
『
教
育
改
革
的
理
想
与
実
　
　
践
』
一
九
九
九
年
六
月
、
教
育
部
、
五
一
～
六
四
頁
）
の
立
法
　
　
院
で
の
施
政
報
告
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
も
郷
土
教
育
の
一
環
だ
と
　
　
理
解
さ
れ
る
。
（
5
）
　
周
淑
卿
は
当
時
与
党
の
国
民
党
は
前
者
の
構
図
を
、
野
党
の
　
　
民
進
党
は
後
者
の
構
図
を
描
い
た
と
指
摘
し
た
。
し
か
し
、
筆
　
　
者
は
国
民
党
の
本
土
派
も
「
中
華
民
国
の
台
湾
化
」
を
容
認
す
　
　
る
面
が
あ
っ
た
と
理
解
し
て
い
る
。
周
淑
卿
「
我
国
国
民
中
小
　
　
学
課
程
自
由
化
政
策
趨
向
之
研
究
」
一
九
九
六
年
、
台
湾
師
範
　
　
大
学
教
育
研
究
所
の
博
士
論
文
（
未
公
刊
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
（
6
）
　
黄
玉
冠
『
郷
土
教
材
発
展
与
実
施
之
分
析
研
究
ー
以
宜
蘭
県
　
　
為
例
』
一
九
九
四
、
国
立
台
湾
師
範
大
学
教
育
研
究
所
の
修
士
　
　
論
文
（
未
公
刊
）
。
（
7
）
　
縢
春
興
ほ
か
『
我
愛
台
北
　
文
物
史
蹟
彙
編
』
一
九
八
七
年
、
　
　
中
華
文
化
復
興
運
動
推
行
委
員
会
台
北
市
分
会
・
台
北
市
政
府
　
　
教
育
局
（
8
）
　
例
え
ば
、
「
台
北
市
の
新
石
器
時
代
の
出
土
物
は
、
大
陸
と
　
　
の
同
質
性
を
も
つ
」
「
明
鄭
成
功
が
台
湾
の
祖
国
回
帰
を
成
し
　
　
遂
げ
た
」
と
す
る
。
（
9
）
　
例
え
ば
、
現
在
の
「
北
一
女
」
を
取
り
上
げ
な
が
ら
、
日
本
　
　
時
代
の
台
北
州
立
第
一
高
等
女
学
校
で
あ
っ
た
こ
と
に
は
触
れ
　
　
ず
、
昔
の
孔
子
廟
の
所
在
地
で
あ
っ
た
と
紹
介
さ
れ
る
。
（
1
0
）
　
劉
振
倫
「
台
湾
母
語
及
郷
土
教
材
教
学
之
文
化
意
識
分
析
－
　
　
以
宜
蘭
県
為
例
1
」
一
九
九
四
年
、
東
呉
大
学
社
会
学
研
究
所
　
　
の
修
士
論
文
（
未
公
刊
）
。
（
1
1
）
　
地
方
政
府
の
母
語
運
動
に
つ
い
て
は
松
永
正
義
「
台
湾
語
運
　
　
動
の
覚
書
」
『
一
橋
論
叢
』
九
月
号
、
二
〇
〇
〇
年
、
三
五
三
　
　
～
三
七
二
頁
に
詳
し
い
。
（
1
2
）
　
宜
蘭
県
政
府
『
宜
蘭
県
辮
理
郷
土
教
材
資
料
冊
』
発
行
年
未
　
　
記
載
。
（
1
3
）
　
『
本
土
語
言
（
河
洛
語
）
教
学
手
冊
』
一
六
冊
と
『
本
土
語
　
　
言
（
河
洛
語
）
注
音
符
号
簡
介
』
一
冊
。
（
1
4
）
　
「
郷
土
教
学
　
系
列
報
導
之
二
」
『
中
国
時
報
』
一
九
九
三
年
　
　
九
月
三
〇
日
。
（
1
5
）
　
台
北
県
に
関
し
て
は
以
下
の
資
料
を
参
照
さ
れ
た
い
。
台
北
　
　
県
教
育
局
編
印
『
従
学
校
再
造
到
教
育
活
化
－
台
北
県
教
育
改
　
　
革
成
果
専
輯
1
』
一
九
九
七
年
四
月
。
都
運
林
「
台
北
県
母
語
　
　
教
学
実
施
現
況
調
査
研
究
」
『
多
元
文
化
教
育
』
一
九
九
三
年
、
　
　
台
湾
書
店
、
五
二
九
頁
～
五
五
四
頁
。
票
淵
禦
「
当
前
台
北
県
　
　
市
郷
土
史
教
材
之
検
討
」
一
九
九
七
（
中
央
図
書
館
台
湾
分
館
　
　
と
国
立
台
湾
師
範
大
学
歴
史
学
系
の
土
ハ
催
に
よ
る
郷
土
史
教
育
　
　
学
術
研
討
会
）
。
「
郷
土
教
学
系
列
報
導
之
四
」
『
中
国
時
報
』
　
　
一
九
九
三
年
十
月
二
日
。
（
1
6
）
　
台
北
市
に
つ
い
て
、
例
え
ば
、
鄭
英
敏
「
台
北
市
郷
土
教
学
　
　
活
動
的
回
顧
与
展
望
」
『
郷
土
教
材
教
法
」
一
九
九
三
年
、
台
　
　
北
市
教
師
研
習
中
心
編
印
、
＝
二
七
～
一
五
一
頁
。
『
中
国
時
　
　
報
』
一
九
九
三
年
十
月
二
日
、
前
掲
。
台
北
市
国
民
教
育
輔
導
　
　
団
国
小
社
会
科
輔
導
小
組
『
郷
土
教
育
』
一
九
九
六
年
、
台
北
　
　
市
政
府
教
育
局
編
印
な
ど
が
あ
る
。
（
1
7
）
　
醇
暁
華
『
台
湾
民
間
教
育
改
革
運
動
』
一
九
九
六
年
、
前
衛
　
　
出
版
社
、
三
七
七
～
三
七
八
頁
。
（
1
8
）
　
教
育
部
編
「
第
三
篇
　
国
民
教
育
」
『
中
華
民
国
教
育
年
鑑
　
　
　
第
六
次
（
上
）
』
一
九
九
六
年
、
一
〇
二
頁
～
一
〇
五
頁
。
（
1
9
）
　
醇
暁
華
（
一
九
九
六
）
、
前
掲
、
三
八
二
頁
。
（
2
0
）
　
周
淑
卿
「
中
小
学
郷
土
教
育
的
問
題
与
展
望
」
『
課
程
与
教
　
　
学
』
季
刊
、
三
巻
三
期
、
二
〇
〇
〇
年
七
月
、
九
三
頁
。
（
2
1
）
　
例
え
ば
、
林
瑞
栄
「
我
国
郷
土
教
育
課
程
発
展
之
分
析
」
　
　
『
新
世
紀
教
育
的
理
論
与
実
践
』
二
〇
〇
〇
年
、
三
六
九
頁
～
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三
八
七
頁
。
（
2
2
）
　
周
淑
卿
（
二
〇
〇
〇
）
、
前
掲
。
（
2
3
）
　
教
育
部
国
民
小
学
課
程
標
準
編
集
審
査
小
組
編
『
国
民
小
学
　
　
課
程
標
準
』
初
版
一
九
九
三
年
、
改
訂
再
版
一
九
九
七
年
、
教
　
　
育
部
、
三
三
七
～
三
六
〇
頁
。
（
2
4
）
　
教
育
部
編
『
国
民
中
学
課
程
標
準
」
一
九
九
五
年
初
版
、
教
　
　
育
部
発
行
。
（
2
5
）
　
こ
の
構
図
は
筆
者
が
台
北
市
、
宜
蘭
県
、
台
北
県
、
台
中
市
、
　
　
台
中
県
、
花
蓮
県
の
六
地
域
を
調
査
し
た
結
果
に
基
。
つ
い
て
作
　
　
成
し
た
の
で
あ
る
。
（
2
6
）
　
教
育
部
「
教
育
部
推
動
国
民
中
小
学
郷
土
教
育
実
施
要
点
」
　
　
一
九
九
五
年
一
月
一
二
日
台
（
8
4
）
国
○
〇
一
四
八
七
号
函
。
（
2
7
）
　
行
政
機
構
の
簡
略
化
し
た
一
九
九
九
年
以
前
、
閾
南
語
教
材
　
　
編
集
の
担
当
は
台
湾
省
政
府
で
あ
っ
た
。
（
2
8
）
　
南
投
県
霧
社
に
居
住
し
て
い
る
タ
イ
ヤ
ル
族
は
自
ら
を
セ
イ
　
　
ダ
ッ
カ
族
と
呼
ん
で
い
る
。
柳
本
通
彦
「
解
説
に
代
え
て
」
下
　
　
山
操
子
『
故
国
は
る
か
ー
台
湾
霧
社
に
残
さ
れ
た
日
本
人
』
一
　
　
九
九
九
年
、
草
風
館
、
二
七
八
頁
。
（
2
9
）
　
林
瑞
栄
『
国
民
小
学
郷
土
教
育
的
理
論
与
実
践
』
一
九
九
八
　
　
年
、
師
大
書
苑
、
七
三
頁
。
（
3
0
）
　
こ
の
点
に
関
し
て
は
、
二
〇
〇
〇
年
か
ら
二
〇
〇
一
年
に
か
　
　
け
て
筆
者
の
調
査
結
果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
が
、
詳
細
は
以
下
　
　
の
関
連
法
令
を
参
照
と
の
こ
と
。
「
台
北
市
推
動
国
民
中
小
学
　
　
郷
土
教
育
実
施
計
画
」
「
台
北
県
郷
土
教
育
及
母
語
教
学
発
展
　
　
計
画
」
「
宜
蘭
県
推
動
国
民
中
小
学
郷
土
教
育
実
施
計
画
」
「
台
　
　
中
県
推
動
国
民
中
小
学
郷
土
教
育
実
施
計
画
」
「
台
中
市
推
動
　
　
国
民
中
小
学
郷
土
教
育
計
画
」
「
花
蓮
県
国
民
小
学
推
展
郷
土
　
　
教
学
実
施
計
画
」
「
花
蓮
県
国
民
中
学
推
展
郷
土
芸
術
活
動
教
　
　
学
実
施
計
画
」
な
ど
。
（
3
1
）
　
狂
知
亭
『
台
湾
教
育
史
料
新
編
」
一
九
七
八
年
、
台
湾
商
務
　
　
印
書
館
、
二
七
五
頁
に
よ
る
と
、
一
九
五
八
年
に
成
立
し
た
台
　
　
湾
省
国
民
教
育
輔
導
団
は
台
湾
全
省
の
各
県
（
市
）
を
巡
回
し
、
　
　
教
育
相
談
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
県
（
市
）
レ
ベ
ル
の
国
　
　
民
教
育
輔
導
団
も
県
（
市
）
内
で
同
じ
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
　
　
そ
の
組
織
編
成
は
地
域
に
よ
っ
て
異
な
り
、
教
育
局
の
中
に
独
　
　
立
部
門
と
し
て
設
置
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、
教
育
局
の
学
務
　
　
管
理
課
に
属
す
場
合
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
各
教
科
担
当
の
「
輔
　
　
導
員
」
が
置
か
れ
、
現
場
の
教
師
が
兼
任
し
て
い
る
。
（
3
2
）
　
宜
蘭
県
を
例
と
す
れ
ば
、
十
二
郷
鎮
市
の
三
、
四
年
生
の
教
　
　
材
は
学
生
用
と
教
師
用
を
含
め
、
全
部
で
四
八
冊
あ
る
。
（
3
3
）
　
各
地
方
の
郷
土
教
育
推
進
者
（
花
蓮
県
の
張
裕
明
氏
、
台
中
　
　
市
の
黄
慶
声
氏
、
関
淑
尤
氏
、
台
中
県
の
魏
水
明
氏
、
台
北
市
　
　
の
胡
鷹
銘
氏
、
台
北
県
の
趙
家
誌
氏
、
宜
蘭
県
の
李
素
珍
氏
）
　
　
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
。
（
3
4
）
　
教
育
部
国
民
教
育
司
「
教
育
部
補
助
各
県
市
国
民
中
小
学
郷
　
　
土
教
学
実
施
計
画
　
八
四
～
八
六
学
年
度
執
行
成
果
訪
視
報
告
」
　
　
一
九
九
九
年
、
八
頁
。
（
3
5
）
　
教
育
部
国
民
教
育
司
（
一
九
九
九
）
、
前
掲
、
七
七
～
七
九
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頁
。
（
3
6
）
　
筆
者
が
郷
土
教
材
の
編
集
者
ヘ
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
し
た
と
こ
ろ
　
　
で
は
、
受
賞
さ
れ
て
い
な
い
地
域
が
そ
の
影
響
を
大
き
く
受
け
　
　
て
い
る
。
（
3
7
）
　
教
育
部
編
『
国
民
中
小
学
九
年
一
貫
課
程
　
暫
行
綱
要
』
二
　
　
〇
〇
〇
年
。
（
3
8
）
　
例
え
ば
、
平
松
茂
雄
ほ
か
「
日
本
統
治
時
代
を
問
い
な
お
す
　
　
教
科
書
『
認
識
台
湾
』
－
注
目
さ
れ
る
李
登
輝
政
権
の
歴
史
観
」
　
　
『
東
亜
』
一
九
九
九
年
二
月
号
、
六
六
～
八
〇
頁
。
そ
の
ほ
か
、
　
　
察
易
達
・
永
山
英
樹
訳
『
台
湾
を
知
る
』
二
〇
〇
〇
年
、
雄
山
　
　
閣
出
版
の
翻
訳
本
も
出
て
い
る
。
（
3
9
）
　
王
暁
波
ほ
か
『
認
識
台
湾
教
科
書
参
考
文
件
』
一
九
九
七
年
、
　
　
台
湾
史
研
究
会
。
（
4
0
）
　
宜
蘭
県
国
民
中
学
郷
土
教
材
歴
史
篇
編
集
委
員
会
『
蘭
陽
歴
　
　
史
』
国
民
中
学
郷
土
教
材
歴
史
篇
、
一
九
九
三
年
、
宜
蘭
県
政
　
　
府
。
（
4
1
）
　
劉
秀
美
ほ
か
『
認
識
我
椚
的
家
郷
　
談
古
説
今
話
竹
錘
』
国
　
　
民
小
学
郷
土
教
材
歴
史
篇
、
一
九
九
四
年
、
新
竹
市
政
府
。
（
4
2
）
　
胡
鷹
銘
ほ
か
『
故
郷
台
北
』
国
民
小
学
郷
土
教
材
歴
史
篇
、
　
　
一
九
九
六
年
、
台
北
市
政
府
。
（
4
3
）
　
台
北
市
の
場
合
は
他
の
地
域
と
違
い
、
こ
の
時
期
に
な
っ
て
　
　
も
郷
土
教
材
を
教
科
書
と
位
置
づ
け
ず
、
「
補
充
教
材
」
と
し
　
　
て
い
る
。
ま
た
冊
数
も
他
の
地
域
が
五
年
生
用
と
六
年
生
用
を
　
　
分
け
て
い
る
の
に
対
し
て
、
高
学
年
用
の
一
冊
の
み
を
出
版
し
て
い
る
。
キ
ー
・
ワ
ー
ド
台
湾
、
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、
観
、
教
科
書
郷
土
教
育
、
歴
史
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The　Formation　and　the　Development　of　Taiwanese“Xiangtu”
Education　in　the　1990s－The　Process　of　Reconstructing
Taiwanese　Identity一
Chumei　LIN
Key　words：Taiwan／identity／xiangtu　education／historical　view／text
book
　Postwar　Taiwanese　education　was　sino－ized　after　the　Second
World　War　under　the　Nationalist　Party　government，　However“xi－
angtu”education　which　emphasized　Taiwanese　idehtity　emerged　in
the　1990s．“Xiangtu”is　an　ambiguous　Chinese　term　which　call
indicate　the　whole　of　Taiwan，　regions　inside　of　it，　rural　districts，
10Cal　towns，　etc．
　　This“xiangtu”education　was　bom　in　the　wave　of“Taiwan－ized”
reform　at　the　district　level　of　some　prefectures（cities）．　It　was　then
introduced　into　elementary　and　junior　high　schools　in　the　course　of
study　which　was　revised　in　1994．　This　article　focuses　on　the
administrative　development　of　such“xiangtu”education．　It　analyzes
national　integration　of　Taiwanese　society　through　examining　the
compilation　process　and　contents　of“xiangtu”teaching　materials．
　　It　is　clearly　shown　that，　the　contents　of　text　books　were　freely
developed　without　control　by　the　government，　other　than　in
personnel　organization，　and　even　though　editing　was　managed　by
central　go寸ernment　in　most　places．　The　formation　of　a　historical
view　and“homeland”（Taiwan）consciousness　was　emphasized　in　the
contents　of　teaching　materials．　These　naturally　stress　the　autonomy
of　Taiwan　and　promote　the　construction　of　a　new　identity　as
Taiwanese．
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